
 

  

第 3回  母子家庭という生き方―さまざまな家族のカタチ 

女性のための離婚相談 まえむき IPPO 主宰 

大森 順子  

 

母子家庭は一過性のもの？ 

これまで 2回にわたり、母子家庭が抱える経済的問題と子育てについて書かせていただきました。

最終回は、母子家庭およびシングルマザーの社会における位置づけを考えてみたいと思います。つま

り、私たちはどのように見られているのか、どのような存在だとされているのか、どうあるべきだと

思われているのか、といったことを考えてみましょう。もしかしたら、この問題こそが、経済的な厳

しさや子育てのたいへんさ以上に、私たちシングルマザーをしんどくさせている元凶かもしれないと

思います。しかも、それは外側からやってくるだけではなく、私たち自身の中にも根深く浸透してい

る問題なのかもしれません。 

かつてひとり親家庭は、「片親家庭」「欠損家庭」と言われていました。これは、本来二人（両方）

いるべき親が片方しかいない、（両方）いるべき一方の親が欠けている、そういう意味だと思います。

さすがに最近では、このような言葉を使う人は少なくなりました。しかし、多くの人々が、今も変わ

りなく「親は二人いるべきだ」と思っているのではないでしょうか。それどころか、どうも私たち母

子家庭は、一過性のあってはならない状態だと思われているようなのです。どういうことかと言うと、

いずれ再婚してまた（あるべき正しい）家庭をなすべきだ、と思われているような気がするのです。

もちろん、中には再婚する人もいるでしょう。でも、私のように、もう結婚はこりごりだ、と思って

いるシングルマザーも少なくありません。そしてもちろん、最初から結婚したくない人もいるし、結

婚はどうでもいいやと思っている人もいるし、結婚はしたくないけど子どもだけほしい人もいます。

つまり、結婚して夫婦になって子どもを得る、そういう生き方以外の生き方をしたい人も案外たくさ

んいると思うのです。そうしたいわけではないけれど、結果としてそうなったという人も、もちろん

たくさんいます。そして、上記のような人たちにとって、結婚して子どもをもつのが普通の家族、と

いう考えは非常に息苦しいものです。 

 

母子家庭へのまなざし 

離婚であれ非婚であれ、また死別であっても、シングルマザーに向けられるまなざしは、あわれみ

や同情など、マイナスイメージのものがほとんどです。寂しい女性、結婚に失敗した人、わがままな

女…そんなイメージがついて回ります。バツイチと言われ、まるでダメな人のように言われ、だから

こそどんな扱いをしてもいいと思われるのか「夜はどうしてるの？」「慰めてあげようか」などと、

セクハラには必ずあいます。そんなことが続くと、それでなくてもしんどい日々が、さらにつらいも

のになります。そして、もっと問題なのは、シングルマザー自身もマイナスのイメージを内包してし

まうことです。 



「やっぱり、女性一人では老後は寂しいですよね」「子どもには、父親が必要ですよね」そんな相

談をちょくちょく受けます。でも、そうでしょうか。夫がいてもいなくても、人はだれでも基本は一

人。むしろ、夫がいるのに寂しい日々のほうが、一人よりもずっと寂しいのではないでしょうか。そ

んな経験をして、シングルマザーになった人もいるでしょう。子どもに父親がいなくても、たくさん

周りに大事に思ってくれるおとながいるならそれで十分。離別ならば、どこかに父親はいるのだから、

いないわけじゃないよ。そんなことを伝えます。 

 

さまざまな生き方 

家族には「こうあるべきカタチ」というのはなくて、誰でも基本は自分の好きなように生き方を決

められるはずだと思うのです。現実はすでに、必ずしも「父親と母親と子ども」という家族のカタチ

が一般的だとは言えなくなっています。（グラフ１）実際は母子家庭や父子家庭も多く存在するし、

再婚をしてステップファミリーとなるケースも増えています。 

 

グラフ 1 総務省統計局「国税調査報告」2011年 

  

 さらに言えば、親は二人とは限らないとも思います。これは、一人の場合もある、という意味だけ

ではなく、再婚することで新しい父（母）ができることもあり、再婚を繰り返したら、さらに新しい

親が増える可能性もあるという意味です。よくドラマや映画などで、「この子には新しいお父さんが

できるのだから、もうあなたはこの子に会わないで」と、元夫に言う場面がありますが、さっぱり意

味がわかりません。子どもにとって、自分を大切に思い、愛してくれる人が増えるのならば、それは

喜ばしいことであり、わざわざそのようなメンバーを減らすことはないと思うのです。新しいお父さ

ん（お母さん）も、古いお父さん（お母さん）も、子どもを思ってくれるなら、関係が増えて良いこ

とです。これなども、親は二人、という観念に縛られているのではないでしょうか。そして、婚姻せ

ずに子どもを産むことも、いろいろな事情があってそうなる場合もあるわけですし、事情がなくても、
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婚姻せずに一人で子どもを産む、という人がいてもいいのではないでしょうか。 

 実際、諸外国ではすでにさまざまな家族のカタチが模索され、婚姻していないカップルでも、同じ

ような権利が発生するＰＡＣＳ（パックス。フランスの制度）などが存在します。でも、戸籍制度が

存在する日本では、そもそも婚姻外で生まれた子どもの数も、先進国のなかでは非常に少ない数字と

なっています。（グラフ２）これは、婚姻外で生まれた婚外子に対する差別が歴然と存在しているか

らだと思われます。これまで、婚外子に対する遺産相続分は法律上の夫婦の子の半分とする民法の規

定がありました。これに対し、今年の９月に最高裁が違憲判決を出したのを受けて、やっと民法が改

正される見通しとなりました。これまで、何度も何度も国連から是正勧告が出されており、ようやく

国際社会にふさわしい形となったものです。しかしながら、まだまだこの差別撤廃に関して「家族制

度が壊れる」などという意見も存在しています。 

 

グラフ 2 世界各国の婚外子割合 

 

 

 

さまざまな家族 

 「家族」とはなんでしょう。気のあったもの同士が一つ屋根で暮らす、いっしょにご飯を食べたり、

語り合ったり、ケンカしたり、そういう日々の営みを紡いでいくのに、決まったカタチなどありませ

ん。 

 先日、シングルマザー向けのシェアハウスの見学に行ってきました。数組の母子家庭がいっしょに

暮らす、台所や風呂は共有し、忙しい人に替わって手の空いた者が子どもの面倒を見る、これもひと

つの家族のカタチだと思います。  



 

あるべき家族などないのだから、私たち母子家庭の生き方そのものが、新しい家族のカタチとして

社会に浸透していくのだと思います。私たちは、胸を張ってシングルマザーという生き方を楽しく生

きていきましょう。 

 

掲載：2013 年 11月 27日 

今回で大森先生の参画ゼミは終了です。 

 

次回の参画ゼミは 2013年 12月末掲載予定です 

このゼミは「フレンテみえ」ホームページで公開しています。  
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